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13)本 学附属病院総合歯科診療室における歯科

用実体顕微鏡の使用状況について ・第2報

〇六角 玲奈,佐 々木重夫,佐 藤 穏子,森 下 浩江

田辺 理彦,東 田 大輔,梅 里 朋大,平 山 圭史

鈴木 秀太,高 橋 範之,土 橋 信介,今 井 啓全

木村 裕一,高 橋 慶壮,横 瀬 敏志

(奥羽大.歯.歯 科保存)

【目 的】医科での実体顕微鏡の使用は耳鼻咽喉

科や眼科か ら幅広い分野で用いられているが,歯

科では歯内療法学分野での多用から現在では他分

野での利用 も模索 されている。我々は平成20年,

本学附属病院総合歯科にも新たに1台 の歯科用実

体顕微鏡が設置 され,平 成20年6月 ～9月 まで

の使用状況について質問紙調査 を実施 し,第46

回奥羽大学歯学会で発表 した。今回は平成20年

9月 以降の本学における歯科用実体顕微鏡の使用

状況を把握 し,前 回の報告 と比較す る目的で調査

した。

【調査対象および方法】平成20年10月 ～平成21

年9月 までに歯科用実体顕微鏡 を用いた患者61

名(男 性:20名,女 性:41名)に ついて使用部

位 と回数,診 断名および使用目的を調べ,さ らに

術者16名 に対 して質問紙法 を用いて使 用効果や

使用感および学生教育 に関する調査を行 った。項

目間の差の比較にはχ2検定(p<0.05)を 用いた。

(68)



Vo1.37No.1 第48回 奥羽大学歯学会例会講演抄録

【結 果】1.歯 科用実体顕微鏡の使用目的は根

管内破折器具の確認・除去,根 管 口探索および外

科的歯内療法における上下顎大臼歯部および上顎

前歯部の治療に多用され,診 断名 としては根尖性

歯周炎が高率を示 した。2.使 用経験年数では前

回の調査に比較 して 「1年未満」の者が有意に低

い値 を示 した。3.1回 の治療における使用時間

は30分 ～1時 間以内が70%近 くを示 し,次 いで

30分,1時 間～1時 間30分 の順 で あった。4.

使用効果では 「たいへん満足」,「満足」,「やや満

足」 と概 して良好 な回答 が得 られ たが,「 満足」

は前回の調査 より有意に低い値 を示 し,今 回の調

査では「やや不満」と回答 した者が認められた。5.

使用 に際 して 「難 しい」 と感 じた者は前回同様

90%以 上の高率 を示 し,そ の原因と しての 「顕

微鏡 自体の使用(調 整)法 」においては前回の調

査に比較 して有意に高い値 を示 した。6.今 後の

使用目的として 「歯内治療」および 「外科的歯内

療法」と回答 した者はlOO%を 示 し,次 いで,「歯

周外科治療」,「歯周治療」の順であった。7.学

生教育 との関わりについて 「将来必要になると思

う」 と回答 した者 は前回の調査に比較 して有意に

低い値 を示 したのに対 して 「今から積極的に取 り

入れる」と回答 した者は今回の調査の方が有意に

高い値 を示 した。

【考察および結論】1.本 学における歯科用実体

顕微鏡は1年 間に122回 使用 されてお り,歯 内療

法領域 での使 用が約90%と 高率 を示 し,使 用 目

的は根管 内破折器具の確認 ・除去,根 管口探索 お

よび外科的歯内療法の順に多く,今 後も歯内療法

領域における使用頻度の増加が考えられ る。2.

今回の調査では使用経験年数の 「1年未満」の者

の使用頻度が少ない傾向にあり,使 用者の多 くか

ら満足感は得 られたものの 「難 しいと感 じた」者

も多く,操 作法の習得など,技 術向上の必要性が

示唆される。3.今 回の調査期間内に歯科用実体

顕微鏡が学生教育 に10回(11時 間)使 用 されて

いた。近年の歯科医師国家試験で歯科用実体顕微

鏡に関する問題が出題 されるようになったことも

あり,臨 床実習担当者の歯科用実体顕微鏡に対す

る意識の向上が望まれる。
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